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近年 ,一部 のアス リー トに よる暴力事件や強盗事件 等の問題 行動 がマ ス コ ミによ
り日常的 に報道 され てい る。東京 オ リン ピックの開催決 定 に よ リスポー ツの社会
への影響 が これ まで以上 に大 き くなることが予測 され る中,アス リー トの問題行動
の予 防 は早急 に対応 すべ き検討課題 の 1つと して位 置 づ け られ る.この よ うなア
ス リー トに よる問題 行動 はア メ リカのスポー ツ界 で も過 去 に多 く発 生 した と言 わ
れ る。例 えば,「スタジアムの ロッカールー ムでの発砲事件」や 「選手間での ドラ
ッグの蔓延」,「大学付近 の治安悪化」,「スポー ツ推薦 で入学 した学生が学業 に
つい ていけない」等 の荒廃 した状況は,現在 の 日本社会 にお ける動 向 と似 た状況が
アメ リカにおいて も見 られ ていた (吉田,2009).
それ らを予防す るための一つの要因 としてア メ リカでは,「日常生活 で生 じるさ
ま ざまな問題や要求 に対 して,建設的かつ効果的に対処す るために必要な能力」(W
HO,1997)等と定義 され,「目標設 定スキル」や 「コ ミュニケー シ ョンスキル」
等 を中核 とす る「ライ フスキル」の獲得 に立脚 した教育へ の取 り組みが始 め られた。
取 り組 み 自体 は ライ フス キル獲得 を 目指 した ライ フスキル プ ログラムの開発 とそ
の実践 を軸 に進 め られ,ジョー ジアエ科大学 にお ける トー タルパー ソンプ ログラム
や,全米 大学 体育 協 会 に よ るCHAMPS(Challenging Athletes｀Minds for
Per―sonal Success)ライ フスキル プ ログラムの基礎 となつた もので あ り,後者 は
1991年よ り提供が開始 され,現在 では大学のスポー ツ教育 において,バランスの と
れた人 間を形成す る教育 プ ログラム として全米の約 1000大学 に導入 され てい る(吉
田, 2013)。
わが国において もライ フスキル は 21世紀 にお ける教育の基本 目標 である 「生き




はライ フスキル の形成が健全 な人間形成 に繋 がる と考 え られ てい る (松野,2010).
そのた めアメ リカ同様,わが国のスポー ツ現場 な どで もライ フスキル獲得 に向けた
様々なプ ログラムが実施 されてい る。例 えば,「サ ッカー」 (上野,2005)や「ハ
ン ドボール」 (東海林,2009),「硬 式野球」 (松野 ほか,2010),ラグ ビー (東
海林・堀越,2011)等の競技種 目の指導場面 において,海外 にお けるプ ログラムを
参考 とした もの,または指導者 自身 の経験則 にもとづいた ライ フスキルプ ログラム
(Life Skills Program)が活発 に実践 され て きてい る (島本 ほか,2013)。これ
らは未 だ試行的な ライ フスキルプ ログラムの実践 として位置 づ け られてい るが,長
期的 にはアメ リカの事例 の よ うに一般 化 された,広く普及可能 なライ フスキルプ ロ
グラムの開発 に寄与す るもの と期待 され る。
それ では,スポー ツにお ける何が ライ フスキル の獲得 に結びつ ける と考 え られ る
ので あろ うか。それ は 1つに,スポー ツの場面にお ける経験 (スポー ツ経験)では
ない か と考 え られ る。この こと自体 は,「経験 を通 じて獲得 可能 である」 とい うラ
イフスキルにお ける性質か らも推測 され る。海外 において も,競技者 の人間形成 を
促 している可能性 があるのはスポー ツその ものではな く,「スポー ツ経験」である
(Papacharisis et al,2005)と述べ られてい る。
1.2 ライフスキルに関する先行研究
上野・ 中込 は (1998)高校生 を対象 とし,運動部活動 に参加 してい る生徒 と運動
部活動 に参加 していない生徒 の ライ フスキル獲得 の程度 を比較検討 した.その結果 ,
両者 の平均の差 は有意であ り,運動部活動 に参加 してい る生徒 の ライ フスキル得点
が高 かつた ことを示 してい る。また,島本 0米川 (2014)は高校 生 と大学生の ゴル
フ競技者 を対象 として,運動部活動 にお けるスポー ツ経験 の ライ フスキル獲得への
影響 とともに,その影響 関係 に発達段 階での どの よ うな差異 が認 め られ るのかを検
討 した。その結果,全体の傾 向 として,高校生 と大学生 ともに運動部活動 における
スポー ツ経験 は ライ フス キル の獲得 に正 の影響 を与 えてい る こ とが明 らかに され
た。その正の影響 は,大学生 よ りも高校生において比較的多 く認 め られた。この こ
とは,ゴル フ競技者 にお けるスポー ツ経験 のライ フスキル獲得へ の影響 には発達段
階に よ り差異が認 め られ ること,また,年代 の若 い個人の方 が,多様 なスポーツ経
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験か ら正 の影響 を受 けてい ることを示唆 してい る。 さらに,島本・ 石井 (2007)は
大学 生 を対象 とし,大学体育授業経験が ライ フスキル獲得 に与 える影響 を検討 した。
そこで は,授業経験 の 「自己開示 (例:自らの思 いをチー ムのみんなにつ たえるこ
とがで きた)」 が友人 との親密 な関係 の維持,形成 に繋 が る親和性や,所属す る集
団内 の活動 に積極 的 に関わ る リー ダ シ ップ とい つた ライ フス キル の対人 的 なスキ
ル獲得 に正の影響 を与 えてい るこ とを明 らかに してい る。
この よ うに体育・スポー ツ心理学領域では,運動部活動や体育授業 においての経
験が ライ フスキル の獲得 に正 の影響 を与 える こ とに着 目 した研 究 は多 く報告 され
てい る。
また,これ らのライ フスキル の獲得 を促進す る方略 として,指導者 の働 きかけが
影響 している と報告 してい る (上野 。中込,1998)。具体的な働 きかけの詳細 につ
いて は,対人スキル の獲得 には価値 の指導が,個人的スキル の獲得 には実践 の指導
がそれ ぞれ影響 を及 ぼす こ とが明 らかになつた と報告 してい る .
先行研 究では,指導者 が具体的に どのよ うな ライ フスキル の獲得 を促す働 きかけ ,
すなわ ちコーチ ングスキル を用い,日々の指導場面で展 開 してい るのかについては
未だ に明確 に されていない。 しか し,「ライ フスキル獲得 の程度 は指導者 の働 きか
けが影 響 してい る」 との報告 か ら,ライ フスキル の獲得 を促進 させ るためには指導
者が 日々の指導場 面で どの よ うに促 しているのかを具体的 に し,明らかにす ること
は必 要 である。
1。3 ライフスキルの獲得を促す コーチングスキルについて
従来,ライ フスキル の獲得 を促す コーチ ングについては著書 な どで指導者 として
優秀 な実績 を収 めた指導者 が個人の経験則 か ら語 る事例的な ものが多い (田尻・氏
原,2013:荒井,2014)。そのため,これ らの コーチ ングスキル は個人の経験則 よる
事例 的 な ものであるため多 くの指導者 に該 当す るよ うな汎用的に用 い ることがで
きる コーチ ングばか りではない。
また,指導者 を対象 とした先行研 究では,例えば,石井 ら (1996)は全 国大会で
優勝,あるいはそれ に準ず る成績 を収 めた中学 。高校 の 24名の指導者 を対象 に面
接調 査 を実施 し,指導理念 の構造 を明 らかに してい る。 これ に よる と,指導者 は ,
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生徒 の「人間的成長」を中心に見据 え,そのための具体的な視点 として,「努力」,
「自主性」,「感謝」の 3つをあげ, 日常の具体的な指導 に取 り組 んでい ることを
報告 している.努力 とは文字 どお リスポー ツにお ける努力 の重要性 を意味す るもの
であ り,伝統的な文化的背景 をもつ とい える。 自主性 は練習 に対す る主体的な態度
の養成 とその指導 の重要性 を,感謝 は周 囲への配慮や謙虚 さといった他者への配慮
の重要性 をそれぞれ意味 している。また,Gould et al.(2007)によるサ ッカーの
指導者 を対象 とした先行研 究では,指導者 は 「競技スキル」 と 「人間的な成長」の
両方 を 日々の指導場面で重視 してい ることが報告 されてい る。 さらに,加藤・堀野
(2014)は県大会 上位 レベル指導者 を対象 に,その指導者 の哲学,価値観,知識 ,
信念,理念 についてイ ンタ ビュー調査 を行 つた。その結果,県大会上位 レベル指導
者の共通性や特異性 が見 られ る6つの コーチ ング・ メンタルモデル が構築 された。
その メンタルモデルか ら,指導者 たちは,「人間教育」 を最 も重要視 し,サッカー
に 「取 り組む姿勢」や,指導者 の 「選手支援」が 「人間教育」 において大切である
と考 えているこ とが明 らかになつた こ とを報告 してい る.これ らの先行研 究か ら ,
指導者 に とつてスポー ツを通 じて人間教育 を行 うことに よつて得 られ る 「人間的成
長」がスポー ツ指導 の最大の動機 となってお り,最も重要視 してい る側面であるこ
とが伺 える。
1.4 本研究の 目的
しか し,指導者 を対象 とした先行研 究では,質的に指導理念 な どの明確化 を して
いる場合がほ とん どであ り,実際に 「人間的成長」 を促す具体的な働 きかけ,すな
わち コーチングスキル については明確 に されていない。
そ こで本研究では,アス リー トの人間的な成長 を促進す る方略の一つで もあるラ
イフスキル に焦点 を当て,同スキル の獲得 を促す働 きかけ,すなわち コーチ ングス
キル を指導者 の実践的な経験 か ら抽 出 し,汎用的な コーチ ングスキル を明 らかにす







本研 究は,中学 。高校 。大学年代のスポーツ指導に携 わる指導者 を対象 とした,半
構造化イ ンタビュー調査 を実施す る。そ こでは, 日々の指導場面において, どのよ う
にしてアス リー トのライ フスキル獲得 を促す コーチングスキルが展開 されているのか




調査対象者 は,関西地区,関東地区のスポーツ指導に携わる指導者 20名(男性 17
名,女性 3名,平均指導経験年数 15.8±7.7年)であつた。また,対象者の競技種 目
の選定については野球,サッカー,バスケ ッ トボール,ハン ドボール,テニス,水泳 ,
陸上競技,柔道な ど,個人種 目や集団種 目な どの属性 に偏 ることな く依頼 を行つた。
先行研究や著書な どでは全国優勝 な どの高い指導実績 を有す る指導者 を対象 とし
てい るため,本研究でも全国優勝経験者 11名,全国大会出場経験者 5名,近畿大会








ポー ツ指導者たちの実践的な経験 をもとに見出 したアス リー トに求め られ るライフス
キル (ストレスマネジメン ト, 日標設定,考える力,感謝す る心,コミュニケーシ ョ
ン,礼儀・マナー,最善の努力,責任 ある行動,謙虚 な心,体調管理)(表2.1)の
10側面を用い, 日々の指導場面でライフスキル獲得を促 したであろ うスポーツコーチ
ングについて,1人約 1時間程度,指導者の経験か ら語つて もらつた。
イ ンタビュー調査を実施す る際の教示方法は,ライフスキルの 10側面 ごとに教示例
を変 えて行つた。例えば,考える力の育成を促す コーチ ングでは 「選手が 自主的に考
えるよ うになるためのスキルを効果的に身に付けさせ るためには指導者 として どのよ
うな働 きかけを していますか」な ど,謙虚な心を育成す るコーチングでは 「謙虚な気
持ちや姿勢を身に付けさせ るためには指導者 として どのよ うな働 きかけを しています
か」 な ど,礼儀・マナーのスキル獲得を育成す るコーチングでは 「礼儀・マナーのス
キル を効果的に身に付けさせ るためには指導者 として どのよ うな働 きかけを していま
すか」な ど,「指導者がよ り具体的にライフスキル獲得 を促す コーチングは どのよ う
なものか」をイメージできるよ うに配慮を して実施 した。
2.2。4 項 目作成の方法
調査への手続 きとしては,まず,各指導者へ筆者が直接 コンタク トを取 り,インタ
ビューの依頼を した。その後,依頼に対 し,承諾を得 られた指導者 には筆者が直接出
向き,研究の趣 旨や概要を説明 し,再度インタビュー調査の依頼 を行い,承諾 を得た。
承諾 を得 られた指導者 を対象 とし, 1人1時間程度の半構造化インタビュー調査を実
施 した。イ ンタビューの内容は被験者の承諾 を得た後に ICレコーダーに録音 し,後日,
文字起 こしを行つた。
さらに,インタビューで得 られたデータを参考に項 目作成 を行つた。作成の手順 と
して,例えば謙虚な心の育成 を促す コーチングに関 して「指導者が謙虚な姿を示 して ,
選手 に態度や姿勢で教 えている」 とインタビューで回答 した とのであれば,この回答
を項 目に反映 して作成す ると「指導者 自身が謙虚な姿勢をす るよ うに している」 とな
る。 このよ うに作成 した項 目について,スポーツ心理学 を専門 とし,且つスポーツ指
導経験 を有す る大学教員 3名を含む4名の共同研究者で,作成 した項 目における内容
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的,意味的な汎用性 の検討 を行 った.また,個人の経験 に偏 つた項 目の有無 も検討 し
選定作業 を行 つた .
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感謝する心       盲舞Я言菅警姜覚墨i免与戻:賞k源攘象源費急ちを,いつも胸に留めている
家族や親しい友人であつても,感謝の気持ちはきちんと伝えている
チームのメンバーとは誰 とでもコミュニケーションがとれている
コミュニケーション   7言I万7E負1ぁ蔀薫:集Pぁ誓雰喜曇襲::11泉拿gIF2
チームのメンバーとは,プライベー トも含め幅広く交流するようにしている
試合中に悪質なヤジを飛ばすようなことはしない








責任ある行動      臭晶rt足ヱ[EF写、言班λ寡急命7壇瑳7:募勇写:ている
失敗から得た教訓を今後に活かしている
たとえほめられたとしても,いつまでもその事で浮かれることはない











本項ではス トレスマネ ジメン トスキル獲得を促す コーチングに着 日して考察を行つ
た。半構造化イ ンタ ビューか ら抽出された資料 を参考に作成 された コーチ ング項 目は
13項目である(表2.2).
ス トレスマネジメン トスキル獲得を促す コーチングの特徴 として,指導者 は,選手
がス トレスを自らの力で対処できるよ うになるための環境設定を促 していることが示
され た,そのよ うな状況 を設定す ることによつて,選手が 自らの力で様 々なス トレス
を建設的に対処できる能力を身に付けるのではないか と考え られ る。
また,ストレスマネ ジメン トスキルの獲得を促す コーチングについて,指導者は一
貫 して,選手がス トレスを 自らの力で対処できるよ うになるための環境設定を促 して
いるが,それまでの コーチング方法はおおむね, 2つの方法に分類 され るのではない
かと考えられる。
1つめのコーチングは,例えば,「練習時間以外はフレン ドリーに接す るよ うに して
いる」や 「定期的に面談を行 うよ うに している」な ど,指導者が選手 との直接的な働
きか けの中でス トレスを感 じた ときに相談 しやすいよ うな環境の設定を している。
2つめのコーチング方法は「上級生には積極的に下級生に声をかけさせている」や「チ
ーム内において指導者 同士が上手 く連携できている」な ど,選手の周囲に協力を呼び
かけ,選手がス トレスを溜めこまないよ うな環境 を設定 していることが示 された。
選手がス トレスを感 じた ときに指導者 に話 しやすい環境 を作 ることや上級生や仲間
に話 しやすい環境 を作 り出す ことで選手がス トレスを溜めこまないよ うになることが
示唆 され る。そのよ うな環境や状況を設定す ることで,選手は 自らの力でス トレスに




たとえ失敗 しても表情や態度に現わ さないように指導 している
チー ム内での指導者 の役割 を明確 に してい る
チーム内において指導者同士が上手 く連携できている
OBやOGが選手 と接点を持 ちやすい環境 に している
可能な限 り選手たちと共に時間を過 ごす よ うに している
選手が納得いかない場合はとことん話 を聴 くように している
練習時間以外はフレン ドリーに接す るよ うに している
普段 か らメンバー 同士で声 をか けあ うよ うに させ てい る
上級生には積極的に下級生に声をかけさせている
選手を評価す るポイン トを選手たちに明確 に伝えている
選手の考えや思いを練習ノー トの中で確認す るように している
指導者 と目を合わせない選手は気にかけるよ うに している





本項では 目標設定スキル獲得の育成 を促す コーチ ングに着 目して考察を行 つた。半
構造化イ ンタビューか ら抽出された資料 を参考に作成 された コーチング項 目は 13項目
である(表2.3).コーチングの内容は,例えば,「1週間単位 で練習メニューは組み立
てるよ うに している」や 「1日1日の練習にも明確な 目標設定す るよ う指導 している」
など, 日標達成のために効果的な 目標設定の方法を促す コーチングや 「選手が 目標 を
決めた後 に達成までのシナ リオを聴 くよ うに している」や 「目標達成のために行つた
ことをノー トに記録す るよ う指導 している」な ど,設定 した 目標 を実現 させ るために
必要な思考や行動の獲得を促す コーチングがあることが示唆 された .
これ らのコーチングは指導者の選手に対す る直接的な働 きかけの中で展開 されてい
ることが示唆 された .
また,「チーム ロ標 は紙に印刷 し,メンバー全員に配布 している」な ど,指導者はチ
ームで設定 した 目標 は全員が共有す ることを重要 と考えてい ることが示 された。この
ことが,チー ム全体が 日標 に向か うために必要な能力で もある団結力な どに繋がるの
ではないか と考 えられ る。 さらに指導者 は,直接的に働 きかけるコーチングでも,言
葉だけで教示す るだけではな く,「チーム ロ標 を 日ごろか ら指導者が 口に している」な
どの指導者 自身の行動で選手 との 目標 における共通理解 を促 していることが示 された。
しか し,これ らの コーチングついては選手が 自らの意志で 目標 を設定 し,達成に向
けて 自発的に行動ができるよ うに配慮 されたコーチングであることが示唆 され る。そ
のため,それぞれの コーチング項 目は時系列的に展開 され,最終的に 目標設定スキル
獲得 を促 していると考えられ る。
第2章 第一次予備調査
表 2.3 目標設定のスキル獲得を促す コーチングスキル
目標 は普段 よく日に付 く場所に掲げるよ う指導 している
1週間単位 で練習メニューは組み立てるように している
チーム ロ標は紙に印刷 し,メンバー全員に配布 している
チーム ロ標 は長期 目標か ら設定するよう指導 している
チーム ロ標 を 日ごろか ら指導者が 口に している
目標 は具体的に数値化す るよ う指導 している
選手が 目標 を決めた後に達成までのシナ リオを聴 くように している
目標達成のために行つたことをノー トに記録するよ う指導 している
目標 は 自分 自身でコン トロールできる行動に意識 をお くよ う指導 している
努力すれば達成可能なことを 目標 として設定するよ う指導 している
これ までの実績や現状を慎重に分析 した上で個人の 目標 を設定 させている
1日1日の練習にも明確な 目標 を設定するよう指導 している





本項では考える力の育成 を促す コーチングに着 日して考察を行つた。半構造化イン
タビューか ら抽出された資料を参考に作成 されたコーチング項 目は 11項目である(表
2.4).コーチングの内容は,例えば,「チーム ロ標 を決 めた ら達成までのプ ロセスを
具体的にさせている」や 「自分たちで話 し合つて練習 メニューを決め させ るよう働 き
かけている」など,指導者がす ぐに答えを与えるのではな く,選手が 自分の力で考え
るよ うにする機会を促す,考えさせ るコーチングが展開 されていることが示 された .
また,「選手 自身が考える,成功できたまたは失敗 して しまった理由を聴 くように
している」や 「質問 されてもす ぐに回答せず,まずは選手の意見を聴 くよ うに してい
る」 な ど,考えたことを言葉で表現す ることを促す言語化を促す コーチングが展開さ
れていることが示 された.指導者は選手に対 して,単に考えさせ るだけではなく,考
えた ことを体系化 し,言葉で表現 させ ることによつて考 えたことの理解度を深まらせ
ることを狙いに しているのではないか と考えられ る。
指導者 自身が選手の疑問や課題 に対 してす ぐに答えを与えるのではな く,時系列的
に選手 自身に 「どのよ うにすればよいのか」を考えさせ る機会を与え,考えたことを
言語化 させ ることのプロセスを経 ることによつて理解度 を深 まらせていることが考え
られ る。この とき指導者 は 「選手の考えてきた意見は尊重す るよ うに している」など
選手が考えてきたことに対 して否定は しないよ うにす ることによって,選手 自身が自
発的に行動す るよ うになると考えられ る。すなわち,考える力を育成す るために,指





自分のや らなければな らない行動は紙に書 くよ う指導 している
指導者か らの発間を積極的に行 うよ うに している
自分のためだけではな く,大切な人のためにも行動す るよ う指導 している
練習試合では何 も指示 を与えないことがある
自分たちで話 し合つて練習 メニューを決めるよ う働 きかけている
選手の とったプ レーに対 して,その意図を説明するように している
選手 自身が考える,成功できたまたは失敗 して しまつた理 由を聴 くよ うに している
反面教師や ロールモデル となる先輩たちの話を選手たちに伝えるよ うに している
選手に考えさせた後に指導者が意見を言 うよ うに している
選手の考えてきた意見は尊重するよ うに している





本項では感謝す る心の育成を促す コーチングに着 目して考察を行 つた。半構造化イ
ンタビューか ら抽出 された資料を参考に作成 されたコーチング項 目は 10項目である
(表2.5)。感謝す る心 もまた,責任 ある行動 を促す コーチ ングな どと同様に指導者の直
接的な働 きかけによるコーチングのみ展開されていることが示唆 された。また,感謝
する心の育成 に関 しては,具体的な選手への直接的な働 きかけにより,実践 されるコ
ーチ ングによつて獲得 されるものではない と考えられ る。つま り,「感謝 を しなさい」
と指導者が直接的に指導 しても,選手 自身が感謝す る事の必要性 を理解 してきなけれ
ば感謝す る心は育たないものである。
そのため,コー チングの内容は例 えば,「自分たちのチームの恵まれている点を言
うよ うに している」や 「裏方の仕事を経験す ることで試合に出場できる有難 さをより
実感できると指導 している」など,指導者か らの直接的な働 きかけにより,感謝する
ことの必要性に気づかせ るコーチングが展開 されていることが示 された。
感謝す るとい うことは指導 されたか らといつて行 うよ うなものではないことから,
選手が周囲のサポー トな ど内発的な動機 で感謝す ることが重要であると考えられる。
指導者は 「感謝 しな さい」 と直接的に働 きかけるのではな く, どのよ うにすれば感謝




表 2.5 感謝する心の育成を促す コーチング
チームヘの差 し入れは誰か らものであるのか選手に伝 えている
遠征費や部費な どの必要経費の金額 を伝 えるよ うに している
差 し入れ を して くれた人には選手の前で一言話を して もらうよ うに している
指導者が謙虚 な姿勢を心掛けている
自分たちのチームの恵まれている点を言 うよ うに している
レギュラー,控えレギュラー とも,お互いの気持ちを考 えなが らプ レーす るよ う伝え
てい る
自分が してもらつた嬉 しいことは他人にもす るよ うに と伝 えている
裏方の仕事 を経験す ることで試合 に出場できる有難 さをよ り実感できると指導 してい
る
指導者が感謝の気持ちを 日ごろか ら口にす るように している





本項ではコミュニケーシ ョンスキル獲得の育成 を促す コーチングに着 目して考察を
行つた。半構造化イ ンタビューか ら抽出された資料 を参考 に作成 されたコーチング項
目は 13項目である(表2.6).コーチングの内容は,例えば,「言いたいことがあれば相
手に直接伝 えるよ う指導 している」や 「相手の話 を一度受 け入れてか ら自分の話をす
るよ う指導 している」な ど,指導者か らの直接的な働 きかけによ り,指導者や仲間 と
のコ ミュニケーシ ョンを円滑に図るための具体的なテ クニ ックを促す コーチングがあ
ることが示 された。具体的なコーチングの特徴 として指導者 は,他者 とのコミュニケ
ーシ ョンを円滑に図る方法 として,自らの意見や主張を述べ る前に,「相手の話をきち
んと聞 く」 ことが必要であること伝 えていることが示唆 された .
また,「学年内での ミーティングの機会 も設けるよ う指導 している」や 「ミーティン
グでは少人数のグループでのデ ィスカ ッシ ョンを多用 している」な ど,指導者は直接
的に選手に働 きかけるだけではな く,間接的にコ ミュニケー シ ョンスキル を獲得す る
ような機会や状況な どを設定す るよ うなコーチングが展開 されていることが示 された。
指導者 が選手に,具体的なコミュニケー シ ョンのテ クニ ックを教示す るだけではスキ
ル として用いることはできない .
そのため,スキル として習得す るよ うになるためには選手が コーチングを受 けて習
得 しよ うとしているテ クニ ックを実践す るよ うな環境や状況が必要である。そのこと
か ら,指導者はコーチングした コミュニケーシ ョンスキル を実践す る環境や場面を創
意工夫 し,設定 していることが示唆 された。指導者か ら教 え られた具体的なコミュニ
ケー シ ョンスキルを 自らの考 えのもと,実践場面で用いることで 自らの能力 として習




挨拶 とともに何か一言,会話をするよ う指導 している
学年内での ミーティングの機会 も設 けるよ う指導 している
言いたいことがあれば相手に直接伝 えるよう指導 している
ミーテ ィングでは少人数のグループでのデ ィスカ ッシ ョンを多用 している
外部へ出る際は現地集合,現地解散を積極的に取 り入れている
指導者が意見を言 う前に選手の意見を聴 くよ うに している
指導者 と選手の関係は馴れ合わないように している
選手たちの 日常の様子は関係者 と連携 をとつて把握するよ うに している
メンバー全員の前で特定の選手を叱責することは控えている
特定の選手を褒めるときはメンバー全員の前で褒めるよ うに している
相手の話 を一度受け入れてか ら自分の話をす るよ う指導 している
反面教師を含め,多くの人 と接することで有益な情報を得 られ ると伝 えている





本項では礼儀・マナーの育成 を促す コーチングに着 目して考察を行 つた。半構造化
インタ ビューか ら抽 出 された資料 を参考に作成 された コーチ ング項 目は 13項目である
(表2.7).コーチングの内容は,例えば,「外部の人に教 えを仰 ぎに行 くときは事前に
アポイ ン トを取るよ う指導 している」や 「挨拶をす るときは一度立ち止 まって行 うよ
う指導 している」な ど,指導者か らの直接的な働 きかけによ り,礼儀 。マナーのスキ
ル とは具体的に どのよ うなものかを促 していることが示 された。
しか し,指導者が 「挨拶 をす るときは一度立ち止まって行 うよ うに しなさい」 とコ
ーチ ングしても選手 自身が 「なぜ挨拶をするときは一度立ち止まる必要があるのか」
理解 していないで実施 していれば,その挨拶 は表面的なものだけになつて しま うので
はないだろ うか。
また,礼儀・マナーの行動は選手 自身の内発的な動機づけによ り自発的な行動のも
とに実践 され ることで 「心のこもつた挨拶」になることが考えられ る。そのため,指
導者 は,「ユニフォームをきちん と着ることでアス リー トとしてのスイ ッチが入ると
指導 している」や 「試合は相手 とルール,そして審判がいない と成立 しない と伝えて
いる」など,指導者の直接的な働 きかけによ り,選手が礼儀 。マナーの必要性 を自ら
の力で考えて気づかせ るよ うなコーチングが展開 されていることが示 された。
そ うす ることで,指導者が直接的に教示 して習得 した礼儀・マナーの具体的なテク




表 2.7 礼儀・マナーのスキル獲得を促す コーチング
勝負 は対戦相手への挨拶の時か ら始まっていると伝 えている
話を聞 くときは相手の 目を見るよ う指導 している
外部の人に教えを仰 ぎに行 くときはアポイン トを取るよ う指導 している
挨拶 をす るときは一度立ち止まつて行 うよ う指導 している
人の 目を見て話を しなければ相手に気持 ちが伝わ らない と指導 している
対戦相手がいるか らこそ,練習の成果を試す ことができると伝 えている
指導者か ら挨拶を積極的にす るように している
たった一つのいい加減な行動が,素晴 らしいプ レーや勝利の価値 を低下 させて しま う
と伝 えている
身のまわ りの整理整頓 をきちん とす ることが頭の中や心を整理す ることにつながると
指導 している
ユニ フォームをきちん と着 こなす ことでアス リー トとしてのスイ ッチが入 ると指導 し
てい る
試合 は対戦相手 とルール,そして審判がいない と成立 しない と伝 えている
挑発的な発言には冷静なプ レーで応 えるよ う指導 している





本項では最善の努力を促す コーチングに着 日して考察を行 つた。半構造化イ ンタビ
ューか ら抽出 された資料を参考に作成 された コーチング項 目は9項目である(表2.8).
コーチングの内容は,例えば,「自主練習の内容は 日々ノー トに記録 させている」や
「今できることは後回 しに しないよ う指導 している」な ど,指導者の直接的な働 きか
けによ り,最善の努力を行 うための具体的な方法を促す コーチングが展開 されている
ことが示 された。また,指導者は選手が努力を一時的に行 うだけではなく長期的な視
点で継続す るために必要なモチベーシ ョンの維持などへの配慮を促す よ うなコーチン
グが展開 されていることが示 された。
さらに,選手の努力継続へのモチベー ションを下げない よ うにす るコーチングは「失
敗 して もポジテ ィブな言葉かけをす るよ うに している」や 「『 成功』 に至 るまでには
数多 くの『 失敗』が存在す ると伝 えている」など,指導者 による直接的な働 きかけに
よるコーチングの側面 と「選手が失敗 した場合は,次に挽回す ることができる場を設
定 している」や 「練習量の少ない選手は練習量の多い選手 と共に練習す るように して
いる」な どの指導者 による間接的なコーチングにより努力 を継続す るモチベーション
を下げないよ うにす る側面を備 えていることが示唆 された。
その結果,指導者 は選手に最善の努力 をす る具体的な方法を直接的にコーチングす
るだけではな く,その努力を長期的な視点で継続 させ るための配慮を促す コーチング
が展開 されていることが示唆 された。また,選手の努力継続へのモチベーシ ョンの維
持を促す コーチングでは指導者による直接的なコーチングと努力ができる場面設定な
どを多用 して間接的にコーチングを行 う両側面か らのアプローチが展開されていると
考え られ る。 これ らは指導者がコーチングした最善の努力 をす るためのテ クニ ックを
選手 の 自発的な行動 によ り継続 させ るために工夫をされたコーチングであることが示




失敗 してもポジテ ィブな言葉かけをす るよ うに している
選手が失敗 した場合は,次に挽回す ることができる場を設定 している
自分 自身ができることを確実にコツコツ積み重ねるよう指導 している
練習量の少ない選手は練習量の多い選手 と共に練習 している
誰かのために行 う努力な らば継続できると伝 えている
自主練習の内容は 日々ノー トに記録 させている
「成功」に至 るまでには数多 くの 「失敗」が存在す ると伝 えている
取 り組み方や考え方の工夫次第で努力は継続できると伝 えている





本項では責任 ある行動の育成 を促す コーチングに着 目して考察を行 つた。半構造化
インタ ビューか ら抽出された資料を参考に作成 された コーチング項 目は 10項目である
(表2.9).コーチングの内容は,他の コーチングスキル とは異な り,指導者の直接的な
働きかけのみをきっかけとして展開されていることが示 された。
例 えば,「自分の 目標 をできるだけ公言す るよ う指導 している」や 「自分のや るべき
ことは紙 に書 き留めてお くよ う指導 している」な ど,指導者か らの直接的な働 きかけ
によ り,責任 ある行動 とは具体的に どのようなものかを促 していることが示 された。
また,「選手一人ひ とりには何 らかの役割 を与えるよ うに している」や 「学年が上が
るごとに選手の責任 の レベル を上げている」な ど,選手一人ひ とりに責任感 を与える
ような環境 を設定 していることが示 された。指導者は選手の責任 ある行動 を育成す る
ために,責任のある行動 は どのよ うなものなのか具体的 にコーチングしているが,そ
れだ けの コーチングでは選手 自身の責任のある行動は育成できないため,様々 な環境
を設定す るなかで責任感 を与 えるよ うに促 していることが示 された。そ うす ることに
よつて,選手は設定 された環境の中で 自分の意志で考 え判断 し,自発的に責任 ある行




選手 よ り早 く集合場所に行 くよ うに している
「面倒 くさい」を 「よし,やろ う」に変えて行動す るよ う指導 している
選手個人を一人の大人 として扱 っている
自分の発言には責任を持つ よ う指導 している
選手一人ひ と りには何 らかの役割 を与 えるよ うに してい る
自分の 日標 をできるだけ公言す るよ う指導 している
自分のや るべきことを紙に書 くよ う指導 している
指導者か らの話は紙に書き留めてお くよ う指導 している
学年が上がるごとに選手に求める責任の レベルを上げている





本項では謙虚 な心の育成 を促す コーチングに着 目して考察を行つた。半構造化イン
タビューか ら抽出された資料を参考に作成 されたコーチング項 目は 10項目である(表
2.10).コーチングの内容 は,例えば,「派手なガ ッツポーズは対戦相手への配慮に欠
ける と伝 えている」や 「挨拶をす る回数が減 るほ ど謙虚 さがなくなると伝 えている」
など,指導者の直接的な働 きかけにより,謙虚 さとは どのよ うなものか具体的に促す
コーチングが展開されていることが示 された。
しか し,謙虚な心の育成 を促す コーチングに関 しては,先行局面 として 「勝って選
手が浮かれそ うな時にこそ,謙虚 さの重要性 を伝 えている」や 「選手にとつて耳の痛
い話 は成果が出た後にす るよ うに している」な どの効果的に指導者のコーチングが選
手に浸透するためのタイ ミングを見計 らう傾 向があることが示唆 された。謙虚な心を
育成す る場合,選手に一方的に 「謙虚にす るよう」教示 して も謙虚な心を育成するこ
とはできないことが考え られ る .
そのため,指導者は選手が謙虚 さの重要性 を感 じるよ うなタイ ミングを見計 らい ,
謙虚 さとは具体的に どのよ うなものなのか教示 していることが示 された.つま り,指
導者 は謙虚な行動を選手の 自発的な意思によつて育成 していることが示 された。また ,
「自己評価が高い選手には求めるプ レーの レベルを高 く設定す るよ うに している」や
「自分たちと比べ非常に レベルの高い相手 と練習試合を組む よ うに している」など,
指導者は間接的な働 きかけのなかで,選手 自らが現状の能力や立場を分析す るような
機会 を与え,自発的な意思で謙虚 な心を育成す るよ うになるための環境や状況を設定




勝って浮かれそ うな時 こそ,謙虚 さの重要性 を伝 えている
どんな話でも一度は耳を傾 け,参考にす るよ う指導 している
自己評価が高い選手には求めるプ レーの レベルを高 く設定す るように している
人の意見に対 して一度は耳を傾 け,参考にす るよう指導 している
自分たちと比べ非常に レベルの高い相手 と練習試合 を組む よ うに している
派手なガ ッツポーズは対戦相手への配慮に欠けると伝 えている
挨拶 をす る回数が減 るほど謙虚 さがなくなると伝 えている
選手にとつて耳の痛い話は成果が出た後にす るよ うに している
過去の栄光は自分が思 うより周 りはあま り覚えていない と伝 えている





本項では体調管理 を促す コーチングに着 目して考察を行 つた。半構造化インタビュ
ーか ら抽 出された資料 を参考に作成 されたコーチング項 目は 10項目である(表2.11).
コーチングの内容は,例えば,「栄養に関す る指導者は保護者の方にも伝 えている」
や 「その 日の体重や睡眠時間,体調な どを毎 日記録す るよ う指導 している」な ど,指
導者 の直接的な働 きかけにより,体調管理の具体的な方法を促す コーチングが展開さ
れていることが示 された .
また,指導者が選手 と接す る時間は限 られていることか ら,なかなか徹底 して選手
の体調管理の状況を把握す ることは困難である。そのため,指導者 は 「栄養に関する
指導 は保護者の方にも伝 えている」な ど,選手の体調管理 をサポー トす るよ うな環境
作 りを促 している。スポーツ指導者の資質能力向上の有識者会議では 「コーチングは
競技者の 目標達成のために最大限にサポー トす ることであ り,サポー ト活動全体を『 コ
ーチ ング』 とす る」 と定義 している.このことか ら,選手が効果的に体調管理を行 う
ことができる環境を指導者の働きかけで設定す ることは選手に対 して,間接的なコー
チングであると考え られ る .
体調管理を促す コーチングは他のコーチングスキル と異な り,選手の 自発的な行動
を促すために時系列的に工夫 されて展開 され るコーチングではない。そ もそ も体調管
理 自体が 自分の行動次第で如何様にも変 えることか ら,指導者のできるコーチングは ,
直接 的,間接的 コーチングを選手個人の適性 に合わせ,その都度実践 し,辛抱強 く獲





食事は決まった時間に摂 るよ う指導 している
食事はチームのメンバー同士で食べるよ うにさせている
その 日の体重や睡眠時間,体調などを毎 日記録するよう指導 している
体力や筋力の現状 を数値化 して把握 させている
練習が休みの 日は突然設 けず,定期的に作 るように している
日々の体調管理の差が 「実力差」 として現われて くると伝 えている
その 日の食事内容を 日誌に記録 してお くよ う指導 している
試合の 日か ら逆算 して練習の量を考えさせている





島本 ほか(2013)が一流の指導者たちの実践的な経験をもとに見出 したアス リー トに
求め られ るライフスキル (ス トレスマネジメン ト,日標設定,考える力,感謝す る心 ,
コミュニケー シ ョン,礼儀 。マナー,最善の努力,責任 ある行動,謙虚な心,体調管
理)を用いて,中学・高校 。大学年代のスポーツ指導に携わる指導者 を対象 とした半
構造化イ ンタビューを実施 した。
結果,112項目のライフスキルの獲得を促 したであろ うコーチングスキルが指導者の
実践的な語 りよ り抽 出された。コーチングの内容は,全体的な傾 向 として一方的に指
示を促 し行動 を強制す るのではな く,選手の 自発的な行動 を促す コーチングが展開 さ
れていることが示 された。
また,選手の 自発的な行動を促 し,効果的にライフスキル を獲得 させ るための具体
的なテ クニ ックとして,指導者による直接的なコーチングによ リライ フスキル とは ど
のよ うなものか具体的に促 している傾向があることが示唆 された .
さらに,指導者は間接的なコーチングにより,ライフスキルの獲得が予測 されるよ
うな環境や状況 を設 定 し,選手が 自らの力で問題や欲求 を建設的かつ効果的に対処で
きるよ うに働 きかけていると示唆 され る。そのため,選手の 自発的な行動のもとにライ




第 2章では,中学・高校 。大学年代のスポーツ指導に携わる指導者 を対象 とした ,
半構造化インタビュー調査を実施 した.そこでは, 日々の指導場面において,どのよ
うに してアス リー トのライフスキル獲得 を促す コーチングスキルが展開 されているの
かを指導者 による経験的な語 りか ら,実践的なデータの抽出を試み,検討 を行つた。
その結果,112項目のライフスキルの獲得を促 したであろ うコーチングスキルが指導
者の実践的な語 りよ り抽出 された。 コーチングの内容は,全体的な傾 向 として一方的
に指示 を促 し行動 を強制す るのではな く,選手の 自発的な行動 を促す コーチングが展
開されていることが示 された。また,選手の 自発的な行動 を促 し,効果的にライフス
キル を獲得 させ るための具体的なテ クニ ックとして,指導者 による直接的なコーチン
グによ リライ フスキル とは どのよ うなものか具体的に促 している傾 向があることが示
唆 された。 さらに,指導者は間接的なコーチングによ り,ライフスキルの獲得が予測
され るよ うな環境や状況 を設定 し,選手が 自らの力で問題や欲求を建設的かつ効果的







本研究は,中学,高校,大学年代のスポーツ指導に携 わる指導者 を対象 とし,ライ
フスキルの獲得 を促す コーチングスキル における汎用性 を,質問調査を通 じて量的に
調査 し,同スキルの因子構造 を明 らかにすることを目的 とす る。
その際に用い られ る質問紙は,第一次予備調査か ら得 られた資料を参考 として作成












は個人種 目,集団種 目に偏 ることのないように調査の依頼 を行つた。そのため,被験者
の指導競技種 目はサ ッカー,バスケ ッ トボール,野球,卓球,テニス,バレーボール ,
陸上競技,剣道,バトミン トン,柔道,空手道,山岳,水泳,相撲,弓道,ゴル フ ,
射撃,ラグビー,ホッケー,アイススケー ト,フィギュアスケー ト,ハン ドボール ,
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第一次予備調査で作成 した 112項目をもとに質問紙を作成 し,調査対象者に対 して ,
「日々の指導場面についてお聞き します .」 と記 した後,「現在のご自身の様子に最 も




究者 が電話により依頼 を行つた。その後,近隣の各調査団体へは直接筆者が出向き ,
日頭 にて代表者に本研究の概要な らびに記入方法 を説 明 した うえで正式に調査協力
の承諾 を得た。後 日,調査団体の代表者が職員会議な どで指導者へ研究の概要ならび
に記入方法を説明 し,その場で回答,回収を してもらい,実施後に回収 したアンケー
トを受 け取るために各団体へ訪問 した。また,先方の時間の都合上で直接筆者が出向
くことが出来なかつた団体へは電話で調査依頼 した後,メール添付で依頼文な らびに




分析方法 としては,まず,因子分析を行 う前に,鎌原 (1998)を参考に項 目の平均
値 (1.5未満,または 3.5以上を削除)から項 目分析を行い,回答に偏向が見 られる
項 目を7項目削除 とした。ライ フスキルの獲得を促すスポーツコーチングスキル尺度
の項 目について主因子法 (プロマ ックス回転)による因子分析 を行い,因子負荷量。35
以上 の項 目を精選 した.解釈可能 になるまで項 目の精選 を行 つた。分析 には SPSS




探索的因子分析 した結果 , 4因子解 を得た (表3.1)
表 3.1
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1 067         067
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940   096
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266  1006
326   599
2 94        916
2 99        811
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- 094         647
- 052         569
108         508
-Ol1   497
-098   468
023         398






第一因子は 「指導者か らの話はメモに書き留めてお くよ う指導 してい る」や 「その
日の食事内容 を 日誌 に記録 してお くよう指導 している」な ど指導者 か らの助言や 自分
の行動 を頭の中だけで留めてお くのではなく,紙な どに書き留めて見えるもの として
残 しお くように指導 していることか ら「可視化を促す コーチング」と命名 した (α=.90).
この因子の特徴 として,島本ほか (2013)が一流のスポー ツ指導者た ちの実践的な
経験 をもとに見出 したアス リー トに求め られ るライフスキル (ス トレスマネ ジメン ト,
日標設定,考える力,感謝す る心,コミュニケーション,礼儀・マナー,最善の努力 ,
責任 ある行動,謙虚 な心,体調管理)の10側面を,指導者は 「可視化」 とい う方法を
用い ることで,選手にライフスキルの獲得を促 していることが示唆 された。
可視化を促す コーチングの全体の傾向 として二つのパ ターンに分類 され る。一つめは
例えば,選手に対 して,「自分のやるべきことを紙に書くよう指導 している」など,ノー
トや紙に様々な事柄の詳細を記す ことを教示す るな どの「言語記述を促す コーチング」
を指導者は実践場面で用いていることが示唆 された。このことは,自分の思いや考え ,
個人のデータの詳細な どを視覚的にすることによつて,自分の頭の中で考 えているこ
とを整理す ることで,学習を促進 させ ることを指導者は期待 しているのではないか と
考え られ る.二つめは例 えば,選手に対 して,「その 日の体重や睡眠時間,体調などを
毎 日記録す るよ う指導 している」な ど,体重や睡眠時間などの比較的に数値 として表
せ ることができる個人の詳細なデータを記録す ることを促す 「数値の記録 を促す コー
チング」を指導者は実践場面で用いていることが示唆 された。このことは,個人の詳
細なデータを毎 日記録 させ ることによつて 日々の微妙な状態の変化に気づ くことがで
き, 自らのコンディシ ョニングをコン トロールす ることができる能力を身に付けるこ
とができるのではないか と考 えられ る。すなわち,ライフスキルにおける「体調管理」
のスキルの獲得を促進 させ るようなコーチングスキルであることが示唆 された。
第一因子のまとめとして,指導者は選手のライフスキルの獲得を促進 させ るために
「可視化を促す」 とい う方法を用いてコーチングを実践 していることが示 された。ま
た,「可視化を促す」具体的なコーチングの詳細なパターンとして二つに大別 されるこ
とが示唆 された。一つはノー トや紙に様 々な事柄の詳細を記す ことを教示す るなどの
「言語記述を促す コーチング」。もう一つは体重や睡眠時間な どの比較的に数値 として
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表せ ることができる個人の詳細なデータを記録す ることを促す 「数値の記録 を促す コ
ーチ ング」を指導者は実践場面で用いていることが示唆 された。
指導者は獲得 させたいライフスキルの側面にあわせて,用いるべきコーチングスキ




第二因子は 「学年が上がるごとに選手に求める責任の レベル を上げている」や 「指
導者 が感謝の気持ちを 日ごろか ら口にす るよ うに している」な ど様 々な人に支えられ
てい る状況へ感謝す ることの大切 さを伝 える一方で,その人たちの思いを背負つて競
技を していることを認識 させ ることで責任感 を育てる指導 を してい ることか ら「責任
感 と感謝す る心を育成す るコーチング」 と命名 した (α=.85).
この因子の特徴 として,島本ほか (2013)によるアス リー トに求め られ るライフス
キル の うち 「責任 ある行動」 と「感謝す る心」の二つの側面による項 目が合わ さり,
独立 した因子 として抽出 された結果 となった。指導者はライフスキルの 10側面の うち ,
特に 「責任 ある行動」 と 「感謝す る心」 を重視 し, 日々の指導を行 つているのではな
いか と考えられ る。
また,責任感 と感謝す る心の育成 を促す コーチングの項 目に関 しては,指導者が時
系列的に異なる二つの コーチング手法を用いることで責任感 と感謝す る心の育成を促
進す るよ うに促 していることが示唆 された。その異なる二つのコーチングの詳細 とし
て,一つは「自分の発言には責任を持つよう指導 している」や 「誰に対 しても「ありがと









有難 さをより実感できると指導 している」の項 目のように,感謝することの重要性に気づ






チング」を実践する方法だけではな く「具体的な行動様式 を促す コーチング」を展開 した
後に 「重要性 に気づかせ ることを促す コーチング」を実践す るとうい う方法 も指導者は用
いていることが考えられ る。すなわち,責任感 と感謝す る心の育成す るためには 「具体的
な行動様式を促す コーチング」 と 「重要性に気づかせ ることを促す コーチング」を選手一
人ひ とりの個々特性や働 きかける場面にあわせて,時系列的に相互に用いる必要があるの
ではないか と考えられる.このよ うに時系列的にコーチングを展開 させ ることによつて ,
選手は責任感や感謝することの重要性 に気づき,指導者か ら教示 された具体的な行動様式
を自発的に実践するのではないか と考えられ る。そ うす ることによつて,アス リー トに求
められ るライフスキルの側面でもある 「責任ある行動」 と 「感謝す る心」の育成 を促進 さ
せ ることができるのではないか と考 えられ る。
このことは,一流の指導者たちの実践的な経験則か らも述べ られている (アス リー トの
ためのライフスキルプログラム研究会,2007)。一流のスポーツ指導者たちは,スポーツ
活動 を通 じたライフスキルの獲得には,「気づき」→ 「考える」→ 「行動す る」とい うプ ロ
セスが認 められていると述べている。すなわち,「責任 ある行動」や 「感謝す る心」の育成
を促進 させ るための具体的なプロセスでもある 「具体的な行動様式を促す コーチング」 と
「重要性 に気づかせ ることを促す コーチング」の項 目の内容を指導者が時系列的に実践す
ることは一流の指導者たちの実践的な経験値か ら述べ られている,「気づき」→ 「考える」




第二因子は 「日標 は普段 よく目に付 く場所に掲げるよ う指導 している」や 「1週間
単位 で練習メニューは組み立てるよ うに している」な ど単に 日標 を決 めるだけではな
く, よ り効果的に 目標達成す るために必要な手法を指導 していることか ら「目標達成
を促す コーチング」 と命名 した (α=81).
一般的にスポーツ場面ではチームや個人の 目標が掲げ られ,その達成 に向けた活動
が遂行 される。Danish et al.(1993)は, 日標が人間の行動 を動機づける力の源であ
ることを強調 し, 日標設定スキルをライ フスキルの中で も中心的なスキル として位置
づけている。
そのため,日標設定スキル を含めた 目標達成スキルを表す内容で もある 「目標達成
を促す コーチング」の項 目が因子 として抽出 され るとい うことは,指導者 自身 も日標
達成スキルがアス リー トに求められ るライフスキルの 10側面の うち,特に重要である
と考 え, 日々の指導にあたつていることが示唆 され る .
また,「目標達成 を促す コーチング」の枠組みの中で,様々 なコーチングスキルを用
い,選手の 目標達成 を促 していることが示唆 された。例 えば,「チームの目標は長期 目
標から設定するよう指導 している」など, 日標を決める順序 として,まずは長期 目標から
設定するように促 していることが示唆された。しか し,「1週間単位で練習メニューは組み
立てるようにしている」など,選手が決めた長期 目標を達成するための具体的なテクニッ
クとして短期 目標を重視 し,コー チングを実践する傾向にあることが示唆 された .
さらに,チー ムロ標に関 しては「チーム ロ標を日ごろから指導者が口にしている」や「チ
ームロ標は紙に印刷 し,メンバー全員に配付 している」など指導者や選手間での目標の共
有を促すようなコーチングが実践されていることが示唆され,個人 目標に関しては 「目標
は普段よく目に付 く場所に掲げるよう指導 している」や 「目標は具体的に数値化するよう





第四因子は 「選手が考 えてきた意見は尊重す るよ うに している」や 「失敗 してもポ
ジテ ィブな言葉かけをす るよ うに してい る」な ど指導者があれ これ指示を与 えて強制
的に行動 させ るのではな く,選手の考 えを尊重 し能動的な行動 を促進 させ るよ うな指
導を していることか ら「自発的な行動を促す コーチング」 と命名 した (α=76)。
スポー ツの指導は,競技者がその 自発性 の下に,各々 の関心,適性等に応 じて,安
全かつ公正な環境において 日常的にスポーツに親 しむ ことをサポー トす る活動 (文部
科学省,2013)とされている。 したがつて,スポーツの指導 を行 う者の役割は,競技
者やチームを育成 し, 日標達成のために最大限のサポー トをす ることであ り,このよ
うなサポー ト活動を 「コーチング」 とし,全ての競技者やチームに対 して コーチング
を行 う人材 を 「コーチ」 と定義 されている.すなわち,第四因子で抽 出された 「自発
的な行動 を促す コーチング」は,スポーツ指導者の資質向上のための有識者会議によ
つて明確 にされたコーチ ングの定義 と対応関係 にあることが示 された。そのため,第
四因子では,島本ほか (2013)によって見出されたアス リー トに求め られ るライフス
キルの 10側面を指導者が選手の自発的な行動のもとにスキルの獲得を促す よ うなコー
チングスキルの項 目が因子 として抽出された。
第四因子の具体的な項 目の内容 として,指導者 は異なる二つのコーチングスキル を
用いて,選手の 自発的な行動のもとライ フスキルの獲得 を促 していることが示唆 され
た,一つは「指導者が意見を言 う前に選手の意見を聴 くようにしている」や 「選手が考え
てきた意見は尊重するようにしている」など選手の主体性を尊重することで選手自身の自
発性への動機づけを促 していることから,選手の 「主体性を促すコーチング」が 日々の指





なお,第四因子に関 しては選手の 自発的な行動のもとにライフスキルの獲得 を促 し
てい る項 目のため,指導者 によるライフスキルの具体的なテ クニ ックを直接的にコー




本項では第二次予備調査における下位尺度間における相関関係 の検討 を行 つた (表
3.2).
その結果,1%未満有意水準で 「可視化を促す コーチング」 と「自発的な行動 を促す
コーチング」(.34),「可視化を促す コーチング」と「責任感 と感謝す る心の育成 を促す
コーチング」(.36),「目標達成 を促す コーチング」と「自発的な行動 を促す コーチング」
(.40)「責任感 と感謝す る心の育成を促す コーチング」と「自発的な行動 を促す コーチ
ング」(.41),「責任感 と感謝す る心の育成 を促す コーチング」と「目標達成 を促す コー
チング」(.46),「目標達成 を促す コーチング」 と 「可視化 を促す コーチング」(.63)
の間に正の相関関係があることが示 された。
その中でも,「目標達成 を促す コーチング」 と「可視化を促す コーチング」は最 も
強い正の相関関係 を示 してお り, 日標達成のスキル を選手に効果的に獲得 させ るため
の一つの方略 として 「可視化」 とい う手法が用い られていることが示唆 された。
この ことは,「目標は具体的に数値化す るように指導 している」 とい う「目標達成 を
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第3章では,第一次予備調査で得 られた資料を参考 として作成 されたH2項目の質問
紙を用い,ライフスキルの獲得を促す コーチングスキルにおける普遍性を,質問調査
を通 じて量的に調査 し,同スキルの因子構造を明 らかに した。対象は,中学,高校 ,
大学年代のスポーツ指導に携わる指導者 とした。
その結果,4因子解 を得た。第一因子は「指導者か らの話はメモに書き留めてお くよ
う指導 している」や 「その 日の食事内容 を 日誌に記録 してお くよ う指導 している」な
ど指導者か らの助言や 自分の行動 を頭の中だけで留めてお くのではな く,紙などに書
き留 めて見えるもの として残 しお くように指導 していることか ら「可視化を促す コー
チング」 と命名 した (α=。90).第二因子は 「学年が上がるごとに選手に求める責任の
レベルを上げている」や 「指導者が感謝 の気持ちを 日ごろか ら口にす るよ うに してい
る」 な ど様々な人に支えられている状況へ感謝す ることの大切 さを伝 える一方で,そ
の人たちの思いを背負つて競技を していることを認識 させ ることで責任感 を育てる指
導を していることか ら 「責任感 と感謝す る心を育成す るコーチング」 と命名 した (α
=.85)。第二因子は 「目標は普段 よく目に付 く場所に掲げるよ う指導 している」や 「 1
週間単位 で練習メニューは組み立てるよ うに している」な ど単に 目標 を決めるだけで
はな く,より効果的に 日標達成す るために必要な手法を指導 していることか ら「目標
達成 を促す コーチング」 と命名 した (α=82).第四因子は 「選手が考えてきた意見は
尊重す るよ うに している」や 「失敗 してもポジティブな言葉かけをす るよ うに してい
る」 な ど指導者があれ これ指示を与えて強制的に行動 させ るのではな く,選手の考え
を尊重 し能動的な行動 を促進 させ るよ うな指導を していることか ら「自発的な行動を
促す コーチング」 と命名 した (α=75)。また,今回の予備調査での結果はスポーツ指
導者 の資質向上のための有識者会議 (文部科学省,2013)で定義 されているコーチン







本研究は,中学,高校,大学年代のスポーツ指導に携 わる指導者 を対象 とし,ライ
フスキルの獲得を促す コーチングスキルにおける更なる普遍性 を追求す るため,第一
次予備調査における探索的因子分析か ら得 られた32項目と意味的妥当性が示唆 された
8項目を追加 した40項目をもとに,質問紙調査を通 じて量的に調査 し,同スキルを多面









は個人種 日,集団種 目に偏 ることのないように野球,卓球,バレーボール,ソフ トテ
ニス,サッカー,体操,陸上競技,倹1道,バスケ ッ トボール,ソフ トボール,相撲 ,
水泳,ラグビー,柔道,ダンス,フェンシング,バドミン トン、自転車競技,空手道 ,
弓道,アー チェ リー,山岳,バトン トワ リング,ハン ドボール,モー タースポーツ ,
ホ ッケー, レス リング,ボウリング,ゴルフ,フィギュアスケー ト,少林寺拳法,セ
ー リング,アイスホ ッケー,アメ リカンフッ トボール,チア リーデ ィング,ラー ト競





4.2.3 調 査 内 容
第二次予備調査で得 られた資料を参考に作成 した 40項目をもとに質問紙を作成 し,
調査対象者に対 して,「日々の指導場面についてお聞きします。」 と記 した後,「現在
のご自身の様子に最も当てはまる」ものを 4件法 (1.ぜんぜん当てはまらない～4.
とても当てはまる)により回答を求めた。
4。 2。 4 手続き
調査への手続 きとしては,第二次予備調査 と同様,中学,高校,大学年代の各調査
団体へは筆者又は共同研究者が電話によ り依頼 を行 つた。その後,近隣の各調査団体
へは直接筆者が出向き,日頭にて代表者 に本研究の概要な らびに記入方法を説明 した
うえで正式に調査協力の承諾 を得た。後 日,調査団体の代表者が職員会議な どで指導
者へ研究の概要ならびに記入方法を説明 し,その場で回答,回収を して もらい,実施
後に回収 したアンケー トを受 け取るために各団体へ訪問 した。また,先方の時間の都
合上で直接筆者が出向くことが出来なかつた団体へは電話で調査依頼 した後,メール
添付で依頼文な らびにアンケー ト用紙のサンプルを送信 し,調査実施の検討 を依頼 し
た。その後,調査協力の承諾 を得た団体には,電話で本研究の概要な らびに記入方法
を説 明 し,後日郵送法により調査 を行つた。




子分析を繰 り返 し実施 し,固有値 と解釈可能性をもとに因子数の決定並びに項 目の精
選を行つた。項 目の精選については因子負荷量.40以上の項 目又は因子における項 目





探 索 的 因子 分析 した結 果,第二次 予備 調 査 で得 られ た 4因子 構 造 の変 化 は見 られ な
か った (表4.1)。
表 4.1
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2 20       .912
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3 14       .798
2 92        810
2 96       .866
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探索的因子分析 した結果,第二次予備調査で得 られた 4因子構造の変化は見 られな
かった。
第一因子は 「自主練習の内容は 日々ノー トに記録 させている」や 「自分のや るべき
ことは紙 に書 くよ う指導 している」な ど,自分の思いや考 え, 日々の行動 を頭の中で
留めてお くのではな く,紙な どに書き留めて見えるもの として残 しお くよ うに指導 し
てい ることか ら因子名 は第二次予備調査 と変わ らず,「可視化 を促す コーチ ング」 (α
=.80)とした。
また,項目の内容 として,島本ほか (2013)に見出されたアス リー トに求められ る
ライ フスキルの 10側面の うち「ス トレスマネ ジメン ト」,「最善の努力」,「体調管理」,
「責任 ある行動」の4側面の獲得 を促す コーチングが指導者 による 「可視化」 とい う
手法 によつて,より普遍的なコーチングスキル として 日々の指導場面で実践 されてい
ることが示 された。
具体的な項 目内容 として,「選手の考えや思いを練習 ノー トの中で確認す るよ うに し
てい る」は 「ス トレスマネ ジメン ト」のスキル を指導者が 「可視化」 とい うコーチン
グスキル を用いて,獲得 を促 していることが示 された。選手は 口頭では面 と向かつて
相談す ることができない よ うな話や悩み,考えな どをノー トな どに記 し,指導者に伝
えることで, 自らのス トレスを溜めこまないよ うにセル フコン トロールができること
が考 え られ る.さらに,選手のコメン トに対 しての指導者 自身の考 えや思いな どをコ
メン トす ることで,選手 とのコミュニケーシ ョンも図れ る。すなわち,双方の考えや
思いな どをノー トの中で交わす ことで,選手のス トレスをコン トロール しているので
はないか と考えられ る。
また,「自主練習の内容は 日々ノー トに記録 させている」は 「最善の努力」のスキル
を指導者が 「可視化」 とい うコーチングスキルを用いて,獲得を促 していることが示
され た。努力を継続す ることはアス リー トに とつて最 も大切なことである。 しか し,
日々の 自主練習などの 目標達成に向かつて取 り組んでいることを記録せずに過 ごして
しま うと目標達成を した ときにどのよ うな努力を遂行 した結果が 目標達成 に繋がつた
要因なのかが うろ覚えになつて しま う.そのため,日標達成のために 日々継続 した努




るのではないか と考 えられ る。その他の項 目では 「その 日の体重や睡眠時間,体調な
どを毎 日記録するよ う指導 している」は 「体調管理」のスキルを,「自分のや るべきこ
とは紙に書 くよ う指導 している」は 「責任ある行動」のスキルを指導者が 「可視化」




第二因子は 「誰 に対 しても「あ りが とう」 とい う感謝の気持 ちを表現す るよ う指導
している」や 「自分が してもらつた嬉 しいことは他人にもす るよ うに伝 えている」な
ど感謝す ることの必要性 に気づかせ,感謝の気持 ちを表現す ることの重要性 を促す コ
ーチ ングを 日々の指導場面で実践 していることか ら「感謝す る心の育成 を促す コーチ
ング」 (α=.74)と命名 した。
第二次予備調査における第二因子の結果では,「責任感 と感謝す る心の育成 を促す コ
ーチ ング」 とい う島本ほか (2013)によって見出されたアス リー トに求め られ るライ
フスキル による 「責任 ある行動」 と「感謝す る心」の二側面の獲得 を促す コーチング
スキルが因子 として独立 し,抽出された。
しか し,本調査では 551名の被験者か らサンプルを抽出 したため,指導場面で普遍
的に実践 されている項 目が因子 として抽 出されたのではないか と考えられ る.その結
果,第二次予備調査で抽 出された 「責任 ある行動」 と 「感謝す る心」の二側面か ら成
る 「責任感 と感謝す る心の育成を促す コーチング」の因子か ら「感謝す る心」の育成
を促す コーチング項 目のみが因子 として独立 して抽出 された。す なわち,指導者は島
本ほか (2013)によつて見出されたアス リー トに求め られるライ フスキルの 10側面の
うち,特に 「感謝す る心」の育成 を促す コーチングを重要 とし, 日々の指導場面で実
践 していることが示唆 された。また,「責任 ある行動を促す コーチング」が第二因子に
負荷 しなかつた要因について,より汎用的なエ ッセンスが詰まったコーチングスキル
として 「感謝す る心の育成を促す コーチ ング」の4項目が特に因子に負荷 しているこ
とが示唆 され る。そのため第二因子,項目の第二因子は 「感謝す る心の育成 を促す コ
ーチ ング」 と命名 した。
具体的な項 目の内容 として,「誰に対 して も「あ りが とう」 とい う感謝の気持ちを表
現す るよ う指導 している」や 「自分が してもらった嬉 しいことは他人にもす るよ うに
伝 えている」な ど,感謝す る心をどのよ うに表現すれば相手に伝 えることができるの
か,具体的な方法及びテ クニ ックをコーチングす るよ うな項 目の内容が実践 されてい
ることが示唆 された。
また,「指導者が感謝の気持ちを 日ごろか ら口にす るよ うに している」や 「裏方の仕
事を経験す ることで試合に出場できる有難 さをよ り実感できると指導 している」など,
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感謝す ることの必要性 に気づかせ るよ うなコーチ ング項 目の内容が実践 されているこ
とが示唆 された。
すなわち,指導者 は選手に対 して,感謝す ることの必要性 に気づかせ,感謝す る心
を表現す る具体的な方法及びテクニ ックをコーチ ングす ることで,感謝す る心の育成
を促 しているのではないか と考えられ る。そのようなコーチングを様々な場面や個人に





第二因子は 「選手が考 えてきた意見は尊重す るよ うに している」や 「失敗 してもポ
ジテ ィブな言葉かけをす るよ うに している」など指導者があれ これ指示を与えて強制
的に行動 させ るのではな く,選手の考えを尊重 し能動的な行動 を促進 させ るよ うな指
導を していることか ら,第二次予備調査 と変わ らず因子名は 「自発的な行動を促す コ
ーチ ング」 (α=.73)と命名 した。
具体的な項 目の内容 として,「指導者が意見を言 う前に選手の意見を聴 くよ うに して
いる」や 「選手が考 えてきた意見は尊重す るようにしている」な ど選手の考えや思い
などを否定せずに選手の意見に耳を傾 けることによつて,選手の主体的な行動を促 し
てい ることが示唆 され る。この2つの項 目に関 して,半構造化イ ンタビューの段階で
は,島本 ほか (2013)が見出 したアス リー トに求められ るライフスキルにおける 10側
面の うちの 「考 える力」の獲得を促す コーチングのテクニ ックとして指導者は 日々の
指導場面で実践 しているものである。す なわち,選手が 自らの力で物事を考え行動す
ることで主体性 を身に付けることができるのではないか と示唆 され る。そのため,指
導者が選手の意見を否定 した りす ることは選手の主体性の獲得の妨げになることが示
唆 され る。
また,「メンバー全員の前で特定の選手を叱責す ることは控 えている」や 「失敗 して
もポジテ ィブな言葉かけをす るよ うに している」な ど選手が決 して消極的にな らない
ように配慮す るよ うなコーチングがあることが示唆 された.その よ うな項 目のコーチ
ングが実践 され ることで,選手は積極的に物事に取 り組むことが示唆 され る。
す なわち,指導者 は選手の 自発的な行動 を促すための過程 として,選手の主体性 と




第四因子は「目標は具体的に数値化す るよう指導 している」や「1日 1日の練習に各
自が明確 な 目標 を設定す るよ う指導 している」な ど単に 目標 を決 めるだけではなく,
より効果的に 目標達成す るために必要な手法を指導 していることか ら因子名は第二次
予備調査 と変わ らず 「目標達成 を促す コーチング」 (α=.70)と命名 した。
具体的な項 目の内容 としては,「1日1日の練習に各 自が明確な 目標 を設定す るよ う
指導 している」は短期 目標 を大切 にす るよ うなコーチングを普遍的に実践 しているこ
とが示 された。指導者は選手に対 して 日々の 目標達成 を積み重ねることによつて長期的
に設定 した 目標 を達成 させてい くことを促 しているのではないか と考 えられ る。
「目標 は具体的に数値化す るよ う指導 している」は設定 した 目標 を数値化す ることで
より全体像が具体的にな り, 日標 に向かつて明確 に取 り組む ことができるのではない
か と考え られ る。
「選手が 目標 を決 めた後 に達成までのシナ リオを聴 くよ うに している」は選手が決
めた 日標 に対 して, どの よ うに して 目標 を達成 してい くのか具体的に選手に考えさせ
る状況 を設定 している。選手は 自らの能力や立場の現状 を適切に捉 えられていない こ
とも考 え られ るため,自らの現状能力では達成が困難 と考 えられ る 日標 を設定 して し
ま う可能性 もある。そのため,指導者は選手が決 めた 目標 に対 して,達成 までの計画
や方法を尋ねることによつて選手個人の 目標設定スキル及び 目標達成スキルの熟達程
度を把握できるのではないか と考 えられ る。また,選手 も自らが設定 した 目標 に対 し
ての達成 までのシナ リオを話 しす ることによつて頭 の中で整理 され,より具体的に考
えることができるのではないか と考えられる。
「チーム ロ標 を 日ごろか ら指導者が 口に している」は指導者が 目標 を 日常的に言葉に
す ることによつて選手 と目標 を共有す ることができる。そのため,チー ムが どのよう
な 目標 を 目指 しているのか,指導者はどのよ うな 目標 を求めているのかを考慮 した上
で選手は 自らの個人 目標 を設定できるため,個人 目標 とチーム ロ標が類似 した内容 と
して設定 され る.すなわち,チー ム ロ標 を 日ごろか ら指導者が 口にす ることによって ,






その結果,5%未満有意水準で 「可視化を促す コーチング」 と「自発的な行動 を促す
コーチ ング」(.10),「感謝す る心の育成 を促す コーチング」 と「自発的な行動 を促す
コーチング」(.09)に正の相関関係があることが示 された。
また,1%未満有意水準で 「可視化を促す コーチング」 と「感謝す る心の育成 を促す
コーチング」(.35),「自発的な行動を促す コーチング」と「目標達成 を促す コーチング」
(.25),「可視化を促す コーチング」 と 「目標達成 を促す コーチング」(.56),「感謝す
る心の育成を促す コーチ ング」と「目標達成を促す コーチング」 (。46)の間に正の相関
関係 があることが示 された。
その結果,ライフスキルの獲得を促す コーチングスキル として,「目標達成 を促す コ
ーチ ング」が各因子 との関連性が最 も高いことが示 された。
Danish et al。(1993)は, 日標が人間の行動 を動機づける力の源であることを強調
し, 目標設定スキル をライフスキルの中でも中心的なスキル として位置づけている。
すなわち,「目標達成 を促す コーチング」はライフスキルの 10側面 (島本ほか,2013)
の獲得 を促す うえで中核 となるコーチングスキルであることが示唆 され る。
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第 4章では,中学,高校,大学年代のスポーツ指導に携わる指導者 を対象 とし,ラ
イフスキルの獲得を促す コーチングスキルにおける更なる普遍性 を追求す るため,第
一次予備調査で得 られた 40項目をもとに,質問紙調査 を通 じて量的に調査 し,同スキ
ルを多面的に評価す る尺度を開発す ることを 目的 とす る。
その結果,第二次予備調査 と同様,4因子解を得た。第一因子は「自主練習の内容は
日々ノー トに記録 させている」や「自分のや るべきことは紙 に書 くよ う指導 している」
など, 自分の思いや考え, 日々の行動 を頭の中で留めてお くのではな く,紙な どに書
き留めて見えるもの として残 しお くよ うに指導 していることか ら因子名 は第二次予備
調査 と変わ らず,「可視化を促す コーチング」 とした。
また,項目の内容 として,島本ほか (2013)に見出 されたアス リー トに求め られ る
ライフスキルの 10側面の うち「ス トレスマネジメン ト」,「最善の努力」,「体調管理」,
「責任 ある行動」の4側面の獲得 を促す コーチングが指導者 による 「可視化」 とい う
手法 によつて,より普遍的なコーチングスキル として 日々の指導場面で実践 されてい
ることが示 された .
第二因子は 「誰に対 して も 「あ りが とう」 とい う感謝の気持 ちを表現す るよ う指導
してい る」や 「自分が して もらつた嬉 しいことは他人にもす るよ うに伝 えている」な
ど感謝す ることの必要性 に気づかせ,感謝の気持 ちを表現す ることの重要性 を促す コ
ーチ ングを 日々の指導場面で実践 していることか ら「感謝の心の育成 を促す コーチン
グ」 と命名 した。
第二次予備調査における第二因子の結果では,「責任感 と感謝す る心の育成を促す コ
ーチング」 とい う島本ほか (2013)によつて見出 されたアス リー トに求め られ るライ
フスキル による 「責任 ある行動」 と「感謝す る心」の二側面の獲得 を促す コーチング
スキルが因子 として独立 し,抽出 された。 しか し,本調査では 551名の被験者か らサ
ンプル を抽出 したため,指導場面で普遍的に実践 されている項 目が因子 として抽出さ
れたのではないか と考え られ る.その結果,第二次予備調査で抽出 された 「責任ある
行動」 と「感謝す る心」の二側面か ら成 る 「責任感 と感謝す る心の育成 を促す コーチ
ング」の因子か ら「感謝す る心」の育成 を促す コーチング項 目のみが因子 として独立
して抽 出 された。すなわち,指導者は島本ほか (2013)によって見出されたアス リー
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卜に求め られ るライフスキルの 10側面の うち,特に 「感謝す る心」の育成 を促す コー
チングを重要 とし, 日々の指導場面で実践 していることが示唆 された。そのため,第
二因子は 「感謝する心の育成 を促す コーチング」 と命名 した。
第二因子は「目標 は具体的に数値化す るよう指導 している」や「1日 1日の練習に各
自が明確 な 目標 を設定す るよ う指導 している」な ど単に 日標 を決めるだけではなく,
より効果的に 目標達成す るために必要な手法を指導 していることか ら因子名 は第二次
予備調査 と変わ らず 「目標達成を促す コーチング」 と命名 した。
第四因子は 「選手が考 えてきた意見は尊重す るよ うに している」や 「失敗 してもポ
ジテ ィブな言葉かけをす るよ うに している」な ど指導者があれ これ指示を与 えて強制
的に行動 させ るのではな く,選手の考えを尊重 し能動的な行動 を促進 させ るよ うな指
導を していることか ら,第二次予備調査 と変わ らず因子名は 「自発的な行動 を促す コ
ーチ ング」 と命名 した。
本調査の結果,各々 の因子 ともα係数は,70以上であ り,尺度 としての信頼性 は確保
されていることが示 された。また,予備調査 と本調査 を通 じて因子構造は安定 してお





5。 1 は じめに
本研究では,中学・高校・大学年代のスポーツ指導に携わる指導者 を対象 とした ,
半構造化インタビュー調査及び質問紙調査を通 じて,アス リー トの人間的な成長を促
進す る方略の一つでもあるライフスキルに焦点を当て,同スキルの獲得を促す働 きか
け,すなわちコーチングスキルを指導者の実践的な経験か ら抽出 し,多くの指導者に
該 当す るよ うな汎用的なコーチングスキルを明 らかに した.また,その後,同コーチ
ングスキル を評価す ることが可能な心理尺度の開発 を行つた。




ス リー トの人間的な成長 を促進す る方略の一つで もあるライ フスキルに焦点を当て ,
同スキルの獲得を促す働 きかけ,すなわちコーチングスキル を指導者の実践的な経験
か ら抽出 し,多くの指導者 に該当す るよ うな汎用的なコーチングスキル明 らかに した
のちに,同コーチングスキル を評価す ることが可能な心理尺度の開発 を目的 として行
った。
その結果,指導者はライ フスキルの獲得を促す働 きかけとして,「可視化 を促す コー
チング」,「感謝の心の育成 を促す コーチング」,「自発的な行動 を促す コーチ ング」,「目





その中でも,「目標達成を促す コーチング」は他の三因子 との関連性が強いことか ら
ライフスキルの獲得 を促す コーチングスキルにおいて中核的なスキル としての役割を
担つていることが示唆 され る。
さらに,ライフスキルの学習効果を高める方略の一つ として指導者は,紙や ノー ト
に自分の考えや思い,個人の体重や体調の詳細な どを書き留めてお くよ うに指導 して
いることが示 された。すなわち,指導者はライフスキルの獲得 を促す具体的なテクニ ッ
クとして 「可視化」 を促す ことが効果的であると考えられていることが汎用的に示唆
された。
また,「感謝す る心の育成を促す コーチング」や 「目標達成 を促す コーチング」は指
導者がライフスキル (島本ほか,2013)の10側面の中でも特に,重要 と考え指導を実
践 していることが汎用的に示 された。
「自発的な行動 を促す コーチング」は選手の 自発性の下において,ライフスキルの
獲得 を促 していることか ら,スポーツ指導者の資質向上のための有識者会議 (2013で
定義 されている,「スポーツコーチングは選手の 「自発性の下」に行われ る活動」の文
言 と対応関係 にあることが示 された。
最後に,各々 の因子 ともα係数は.70以上であ り,尺度 としての信頼性 は確保 されて
いることが示 された。また,予備調査 と本調査 を通 じて因子構造は安定 してお り,尺
度 としての内容的妥 当性が確認 された。以上の結果,4下位尺度 (因子)からなる,ラ
イフスキルの獲得を促すスポーツコーチングスキル尺度が開発 された。
5.3 今後の展望
本研究では,中学・高校 。大学年代のスポーツ指導に携わる指導者 を対象 とし,ア
ス リー トの人間的な成長 を促進す る方略の一つでもあるライフスキルに焦点を当て ,
同スキルの獲得 を促す働 きかけ,すなわちコーチングスキル を指導者の実践的な経験
か ら抽出 し,多くの指導者 に該当す るよ うな汎用的なコーチングスキルを明 らかにし
たのちに,同コーチングスキルを多面的に評価す ることが可能な心理尺度の開発 を行









また,本研究で開発 された尺度は4因子 16項目とい う分量か らも,スポーツ指導現
場や指導者講習会な どでも短時間で実施す ることが可能である。このよ うに指導者の
方々に使用 して もらうことでスポーツ指導者の資質向上のための有識者会議 (2013)
にて検討課題 とされている指導者の 自己研鑽にも,学際的な側面か らの知見を提示で
きることが期待 され る。
さらに,島本 ら (2013)はライフスキルを多 くの人々に適用 され る普遍的な能力 と
位置づけ,職業 とい う人それぞれの専門的な立場でのパフォーマ ンスの発揮 を基礎の
部分か ら支 える,「人 としての成長」を促す能力 としている.このことか ら,ライフス
キルの獲得はアス リー トに共通 された競技横断的な能力であるとい うことが考えらえ
る。そのため,指導者が本尺度を用い, 自らのライフスキルの獲得 を促す コーチング
スキルを研鑽す ることは,スポーツ指導者の資質向上のための有識者会議 (2013)に
おける競技横断的に選手に必要 とされ る能力の獲得を促す コーチングスキルの研鑽に
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そ して,インタビュー調査やアンケー ト調査にご協力 して下 さいま した,中学・ 高
校・ 大学指導者 をは じめ学校関係者の皆様,ならびに選手のみな さんにはこの場をお
借 りしま して御礼を申 し上げます.ご協力いただきま して,誠にあ りが とうございま し
た。
この大学院での 2年間を支えて くれた諸先輩方,同期の皆様方,そして,島本ゼ ミ
の皆様 には 日頃の研究を進 めてい く上で力を貸 していただきま した。 この場 を借 りて
御礼の言葉にかえさせていただきます .
私 は 26歳の時に現 0羽衣国際大学硬式野球部の朝西知徳監督が米子松陰高校硬式野
球部時代に執筆 された 「甲子園に至るまでの心の研究」を読み,「野球 を通 じて どのよ
うに して選手を人間的に成長 させればよいのか ?」 を真剣 に考えるよ うにな りま した。
その時に,自らの経験則で しか物事を考 えることができない 自分 に情 けな さを感 じ,
大学院 に入学 しま した。私 を研究の世界へ導いて下 さいま した朝西監督が 日本体育学
会で私の 回頭発表を聴 きに来て くだ さった時は,大学院での 目標 が 1つ叶つた瞬間で
もあ りま した。本当にあ りが とうございま した。
私の大学院の修± 1年目は,大学院の授業 と保健体育の教員免許取得のため 1日4,
5時間の授業を昼間に受講 し,夜は高校生 と変わ らぬ時給でスポーツクラブにてアルバ
イ トを し,終わつてか らまた大学に戻 り勉強を行 うとい うとて もハー ドな 日々を過 ご
していま した。
修± 2年目は明石商業高校で硬式野球部のクラブ講師をさせていただ く傍 ら,修士
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論文の作成に追われ る 日々で した。 しか し,周囲の方々のサポー トもあ り,入学当初
に思い描いていた大学院生活を大きく上回る充実 した 日々を送 らせていただきま した。
また,今秋,明石商業高校硬式野球部が近畿大会 4強入 りし,来春 甲子園で開催 され
ます選抜高校野球大会の出場 を有力なものに しま した。指導者 としての甲子園出場を
憧れて教員を志 した私に とっては特別な春になるかもしれません。
今後,高校野球に携わる指導者 として,または実践的な研究者 として 日々の指導現
場で ライフスキルの獲得 を促 していきたい と思つてお ります。
最後に,今まで支 えて くれた妹,ニュー ヨー クに住む姉にはた くさんのパ ワーをも
らいま した.この場 を借 りてお礼の言葉 にかえさせていただきます。
そ して,今までた くさんの迷惑をかけてきた 自分を どんな状況で も応援 して くれた
父,母には感謝の気持 ちでいっぱいです。何一つ親孝行 らしい ことはできていません
が,この論文を通 じて成長できた姿を見せ ることができれば一つ親孝行 になったのか
なと思います .
この場 を借 りてお礼の言葉にかえさせていただきます。 ここまで育てて くれてあ り
がと う。




















～礼儀 。マナーのスキル獲得 を促す コーチングスキルに着 目して～
壺阪圭祐 ・島本好平 氏 (兵庫教育大学大学院 )
第 1回 関西体育心理例会/2015-5-30
(第2章)


























・壺阪 圭祐 (兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 修士課程)
ⅣIail i tsubosaka3187@yahoo.cojp
・島本 好平 (兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 助教)
Mail:kshimamo@hyogo―u.ac.jp
・木内 敦詞 (筑波大学 体育系 教授)
ⅣIail:kiuchi@taiiku.tsukuba.ac.jp





2,性別   男性 0女性  ※どちらか○をつけて下さい
3,現在の指導役職 1,監督 2,コーチ 3,その他 〔      〕
4,現在の指導している競技 〔
5,現在指導 している選手の性別   男子チーム・女子チーム 0混合チーム
※該当するものに○をつけて下さい









5,その他 (         )
8,指導資格の有無
1,上級以上の資格あ り










































































目標は普段よく目に付く場所に掲げるよう指導している          1 2 3 4
自分のやらなければならない行動は紙に書くよう指導している       1 2 3 4
失敗してもポジティブな言葉かけをするようにしている          1 2 3 4
栄養に関する指導は保護者の方にも伝えている              1 2 3 4
たとえ失敗しても表情や態度に現さないよう指導している         1 2 3 4
挨拶とともに何か一言,会話をするよう指導している           1 2 3 4
選手より早く集合場所に行くようにしている              1 2 3 4
勝負は対戦相手への挨拶の時から始まつていると伝えている        1 2 3 4
チームヘの差し入れは誰からのものであるのか選手に伝えている      1 2 3 4
勝って選手が浮かれそうな時こそ,謙虚さの重要性を伝えている      1 2 3 4
1週間単位で練習メニューは組み立てるようにしている          1 2 3 4
指導者からの発間を積極的に行うようにしている             1 2 3 4
選手が失敗した場合は,次に挽回することができる場を設定している    1 2 3 4
食事は毎日決まつた時間に摂るよう指導している            1 2 3 4
チーム内での指導者の役割を明確にしている               1 2 3 4




































「面倒くさい」を「よし,やろう」に変えて行動するよう指導している  1 2 3 4
話を聞くときは相手の目を見るよう指導している
遠征費や部費などの必要経費の金額を伝えるようにしている        1 2 3 4
どんな話でも一度は耳を傾け,参考にするよう指導している        1 2 3 4
チームロ標は紙に印刷し,メンバー全員に配付している          1 2 3 4
自分のためだけではなく,大切な人のためにも行動するよう指導している  1 2 3 4
自分自身ができることを確実にコツコツ積み重ねるよう指導している    1 2 3 4
食事はチームのメンバー同士で食べるようにさせている          1 2 3 4
チーム内において指導者同士が上手く連携できている          1 2 3 4
言いたいことがあれば相手に直接伝えるよう指導している         1 2 3 4
選手個人を一人の大人として扱っている 1234





チームの目標は長期 目標から設定するよう指導 している          1 2 3 4
練習試合では何も指示を与えないことがある_____――一――一―一 ‐¨1‐…2‐…■__4
練習量の少ない選手は練習量の多い選手と共に練習させている       1 2 3 4







































































ミー ティングでは少人数グループでのディスカッションを多用している  1 2 3 4
自分の発言には責任を持つよう指導している               1 2 3 4
挨拶をするときは一度立ち止まつて行うよう指導している         1 2 3 4
指導者自身が謙虚な姿勢を心掛けている。¨_…              1 2 3 4
人の意見に対して一度は耳を傾け,参考にするように指導している     1 2 3 4
チームロ標を日ごろから指導者が日にしている              1 2 3 4
自分たちで話し合つて練習メニューを決めるよう働きかけている      1 2 3 4
誰かのために行う努力ならば継続できると伝えている           1 2 3 4
体力や筋力の現状を数値化して把握させている               1 2 3 4





人の目を見て話をしなければ相手に気持ちが伝わらないと指導している   1 2 3 4
自分たちのチームの恵まれている点を言うようにしている         1 2 3 4
自分たちと比べ非常にレベルの高い相手と練習試合を組むようにしている  1 2 3 4
目標は具体的に数値化するよう指導している_…               1 2 3 4
選手のとったプレーに対して,その意図を質問するようにしている     1 2 3 4















練習が休みの日は突然設けず,定期的に作るようにしている        1 2 3 4
選手が納得がいかない場合はとことん話を聴 くようにしている       1 2 3 4
指導者が意見を言 う前に選手の意見を聴 くようにしている         1 2 3 4
自分の目標をできるだけ公言するよう指導している 1234
対戦相手がいるからこそ,練習の成果を試すことができると伝えている   1 2 3 4
レギュラー,控えメンバーとも,お互いの気持ちを考えながらプレーするよう伝えている
1234
派手なガッツポーズは対戦相手への配慮に欠けると伝えている       1 2 3 4
選手が日標を決めた後に達成までのシナリオを聴くようにしている     1 2 3 4
選手自身が考える,成功できた,または失敗してしまった理由を聴くようにしている
1234
「成功」に至るまでには必ず数多くの「失敗」力｀存在すると伝えている   1 2 3 4
日々の体調管理の差が 「実力差」として現れてくると伝えている      1 2 3 4
練習時間以外はフレンドリー に接するようにしている           1 2 3 4
指導者と選手との関係性では馴れ合わないようにしている         1 2 3 4
自分のやるべきことを紙に書くよう指導している             1 2 3 4
指導者から挨拶を積極的にするようにしている              1 2 3 4
自分がしてもらった嬉しいことは他人にもするようにと伝えている     1 2 3 4














目標達成のために行 つたことをノー トに記録するよう指導 している     1 2 3 4
反面教師や ロールモデル となる先輩たちの話を選手たちに伝 えるよ うにしている
1234
取り組み方や考え方の工夫次第で努力は継続できると伝えている      1 2 3 4
その日の食事内容を日誌に記録しておくよう指導している_____一――――-1‐-2_…■__4
普段からメンバー同士で声をかけ合うようにさせている          1 2 3 4
選手たちの日常の様子は関係者と連携をとつて把握するようにしている 1234
選手にとつて耳の痛い話は成果が出た後にするようにしている       1 2 3 4
目標は自分自身でコントロールできる行動に意識をおくよう指導している  1 2 3 4
選手に考えさせた後に指導者が意見を言うようにしている         1 2 3 4
今できることは後回しにしないよう指導している             1 2 3 4
試合の日から逆算して練習の量を考えさせている             1 2 3 4
上級生には積極的に下級生に声をかけさせている             1 2 3 4
メンバー全員の前で特定の選手を叱責することは控えている        1 2 3 4























































































努力すれば達成可能なことを目標として設定するよう指導している     1 2 34
選手が考えてきた意見は尊重するようにしている             1 2 3 4
身体に痛みや違和感を憶えたらすぐに指導者に報告させている       1 2 3 4
選手を評価するポイントを選手たちに明確に伝えている          1 2 3 4
特定の選手を褒めるときはメンバー全員の前で褒めるようにしている    1 2 3 4





9  自分たちが活躍することで周りに何を残すことができるか考えさせている  1 2 3 4
00 これまでの実績や現状を慎重に分析した上で個人の目標を設定させている  1 2 3 4
01 選手の考えや思いを練習ノー トの中で確認するようにしている       1 2 3 4
02 相手の話を一度受け入れてから自分の話をするよう指導している       1 2 3 4
03 試合は対戦相手とルール,そして審判がいないと成立しないと伝えている   1 2 3 4







∵ ↓ ↓ ↓
105 チームロ標を決めたら達成までのプロセスを具体的にさせている       1 2 3 4
106 指導者と目を合わせない選手は気にかけるようにしている 1234
107 反面教師を含め,多くの人と接することで有益な情報を得られると伝えている 1 2 3 4
108 挑発的な発言には冷静なプレーで応えるよう指導している          1 2 3 4
109 定期的に個人面談をするようにしている                  1 2 3 4
110 試合の日から逆算して今やるべきことを考えさせている           1 2 3 4
111 常に相手の立場から物事を考えるよう指導している             1 2 3 4








































































1週間単位で練習メニューは組み立てるようにしている          1 2 3 4
指導者が意見を言う前に選手の意見を聴くようにしている         1 2 3 4
自分のやらなければならない行動は紙に書くよう指導している       1 2 3 4
学年が上がるごとに選手に求める責任のレベルを上げている        1 2 3 4
目標は具体的に数値化するよう指導している_              1 2 3 4
選手が考えてきた意見は尊重するようにしている             1 2 3 4
指導者からの話はメモに書き留めておくよう指導している         1 2 3 4
試合は対戦相手とルール,そして審判がいないと成立しないと伝えている  1 2 3 4
目標は普段よく目に付く場所に掲げるよう指導している          1 2 3 4
選手が目標を決めた後に達成までのシナリオを聴くようにしている     1 2 3 4
目標達成のために行つたことをノー トに記録するよう指導している     1 2 3 4
指導者が感謝の気持ちを日ごろから口にするようにしている 1234
チームロ標は紙に印刷し,メンバー全員に配布している          1 2 3 4







自分のやるべきことを紙に書くよう指導 している.            1 2 3 4
誰に対 しても「ありがとう」とい う感謝の気持ちを表現するよう指導 している1 2 3 4
チームロ標を日ごろから指導者が日にしている。_            1 2 3 4
20 失敗してもポジティブな言葉かけをするようにしている 1234
その日の体重や睡眠時間,体調などを毎日記録するよう指導している    1 2 3 4
たった一つのいい加減な行動が,素晴らしいプレーや勝利の価値を
低下させてしまうと伝えている                     1 2 3 4



























練習時間以外はフレンドリー に接している__               1 2 3 4
自主練習の内容は日々ノー トに記録させている              1 2 3 4
裏方の仕事を経験することで試合に出場できる有難さをより実感できると
指導している 1234
これまでの実績や現状を慎重に分析した上で個人の目標を設定させている  1 2 3 4
選手が納得いかない場合はとことん話を聴くようにしている        1 2 3 4
その日の食事の内容を日誌に記録しておくよう指導している        1 2 3 4
自分がしてもらつた嬉しいことは他人にもするように伝えている      1 2 3 4
ミーティングでは少人数グループでのディスカッションを多用している   1 2 3 4
選手自身が考える,成功できた,または失敗してしまった理由を聴くようにしている
1234
























































1日1日の練習に各自が明確な目標を設定するよう指導 している      1 2 3 4
ときには何も指示を与えないことがある                 1 2 3 4
勝敗の結果ではなく, 自己のスキル向上に関する目標を設定するよう指導している    1 2 3 4
38  選手一人ひとりに何らかの役割を与えるようにしている 1234
39  日標は自分の中で留めるのではなく,周囲に公言するよう指導 している
40  失敗をしてはいけないような雰囲気を作 り出している
1234
1234
(選択肢の意味をよく確認して回答して下さい)
最後に,記入漏れの箇所がないかご確認願います。ご協力ありがとうございました。
‐77‐
